
 

 

文 教 厚 生 委 員 会 
 

令和 8 年 8 月 4 日（火） 

10 時 00 分～ 時  分 

全 員 協 議 会 室 

 

【委 員】足立委員長、遠藤副委員長 

岡山委員、花田委員、森谷委員、串﨑委員、芦谷委員 

【議 長・委員外議員】 

【執行部】 

〔健康福祉部〕久保健康福祉部長、椋木健康医療保険課長 

〔教 育 部〕久佐教育長、佐々木教育部長、官澤文化振興課長 

〔上下水道部〕草刈上下水道部長、大上下水道課長 

【事務局】下間局長 

 

議 題 

1 執行部報告事項 

⑴  令和 7 年度浜田市国民健康保険診療所の診療状況について   【健康医療保険課】 

⑵  石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）について         【文化振興課】 

⑶  浜田処理区整備事業の下水道接続支援策について          【下水道課】 

⑷ その他 

 

2 行政視察を終えて（委員間で協議） 

⑴ 委員派遣報告書の作成について 

⑵ 行政視察レポートの作成について 

  ⑶ その他 

 

 

3 議会による事務事業評価の進め方について（委員間で協議） 

 

 

 

4 【取組課題】こどもの権利の推進について（委員間で協議） 

 

 

5 その他 

 

 

 

 

 



（単位：人）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

16,953 15,359 15,377 15,079 14,650

638 195 89 79 59

3,357 3,346 3,238 3,586 3,447

内：小国出張所 77 - - - -

5,296 5,482 5,878 6,019 5,726

7,662 6,336 6,172 5,395 5,418

（単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

154,984 151,683 147,621 146,932 145,839

5,592 1,475 741 745 544

44,721 44,682 41,226 43,366 43,735

46,217 50,195 49,218 47,347 48,471

58,454 55,331 56,436 55,474 53,089

令和7年度浜田市国民健康保険診療所の診療状況について
診療所名 診療科目 診療日

大麻診療所 内科 金（第1、第3週の午後のみ）

大麻診療所

波佐診療所 内科・小児科 月～金（金は午前のみ）
※小国出張所は、令和4年度より休診、令和6年度で閉院

 あさひ診療所 内科・小児科 月～金（金の午後は第1、第3週のみ）

弥栄診療所 内科・小児科・眼科(毎月第4木曜日） 月～金（金の午後は第1、第3週のみ）

合計

弥栄診療所

波佐診療所

あさひ診療所

弥栄診療所

　　※波佐診療所は令和3年度まで小国出張所を含む

合計

大麻診療所

波佐診療所

あさひ診療所

　　※波佐診療所は令和3年度まで小国出張所を含む
　　※波佐診療所及び大麻診療所は院内処方のため、薬に係る収入額を含む
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１ 延べ患者数の推移

２ 診療に係る収入額の推移
（千円）

（人）

※患者の一部負担金を含む

令 和 8  年 8  月 4  日

文 教 厚 生 委 員 会 資 料

健康福祉部健康医療保険課



（単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

37,636 50,821 52,088 71,334 94,939

-621 3,192 2,951 3,223 1,463

-643 8,524 16,268 16,003 19,764

2,569 4,414 8,662 29,876 48,550

36,331 34,691 24,207 22,232 25,162

あさひ診療所

弥栄診療所

    ※波佐診療所は令和3年度まで小国出張所を含む
    ※大麻診療所長に関する人件費について、令和4年度までは弥栄診療所に含む。
       令和7年度からは波佐診療所長が大麻診療所長を兼ねる。

合計

大麻診療所

波佐診療所
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３ 運営補助金（歳出－歳入）の推移
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石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）について 
 

1 検討経過について 

（1）令和 6年 11 月 

 石見神楽伝承内容検討専門委員会から「石見神楽の保存・伝承に関する提言書」

が市長に提出。 

（2）令和 7年 5月～令和 8年 2月 

 提言書に基づき、石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会において、石見

神楽の保存・伝承拠点の基本構想（案）を検討（計 8回）。 

（3）令和 8年 3月 

 検討委員会において取りまとめられた「石見神楽保存・伝承拠点基本構想(案)」

及び報告書が委託業者（株式会社エブリプラン）から提出。 

 

2 石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の委員及び開催状況について 

（1） 委員名簿（14 名） 

（裏面あり） 

№ 区分 団体名・役職 氏 名   

1 学識経験者 公立大学法人 島根県立大学 教授 豊田 知世 会長 

2 学識経験者 島根県立古代出雲歴史博物館 
専門学芸員 藤原 宏夫  

3 学識経験者 松江市文化財課歴史史料専門調査員 
浜田市文化財審議会委員 浅沼 政誌

 

   

4 学識経験者 NPO 法人石見銀山資料館 理事長 
浜田市文化財審議会委員 仲野 義文  

5 情報発信関係 
石見ケーブルビジョン株式会社 
代表取締役社長 福浜 秀利 副会長 

6 神楽団体 浜田石見神楽社中連絡協議会 小川 徹   

7 神楽団体 金城町石見神楽社中連絡協議会  
副会長 塚本 猛  

8 神楽団体 旭町石見神楽保存会 会長 藤本 英佳   

9 神楽団体 弥栄町石見神楽社中連絡協議会 梅津 里美  

10 神楽団体 三隅町石見神楽社中協議会 会長 丸山 洋司   

11 子ども神楽
関係団体 どんちっちサポート IWAMI 大下 一匡   

12 神楽産業 柿田勝郎面工房 代表 柿田 兼志   

13 大学生 島根県立大学 
石見神楽舞濱社中 副代表 堀尾 紗里亜   

14 教育文化団体 浜田市浜田郷土資料館 館長 川本 裕司   

令 和 8 年 8 月 4 日 

文 教 厚 生 委 員 会 資 料 

教 育 委 員 会 文 化 振 興 課 

神 楽 文 化 伝 承 室 
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（2）開催状況及び概要 

回 開催日・場所 内 容 

第 1回 

令和 7年 

5 月 29 日(木) 

総合福祉 

センター 

1 委員会の設置 

2 会長・副会長の選任 

3 報告事項 

 ・基本構想検討委員会の検討事項 

4 意見交換 

 ・保存・伝承拠点に必要と考える機能や展示・活用方法等 

第 2回 
7 月 11 日(金) 

中央図書館 

1 報告事項 

（1）基本構想策定支援業務委託 

（2）第 1回検討委員会における主な意見 

（3）浜田市議会石見神楽振興議員連盟からの主な意見 

（4）その他 

  ①大阪・関西万博での石見神楽公演 

  ②「石見神楽を創り出したまち浜田」の考察                         

2 協議事項（グループワーク） 

  ステップ①「拠点を通して何を目指すのか（目的）」 

  ステップ②「目的達成に向けて、どんな機能が必要か

を考えて提案する」 

第 3回 
8 月 8 日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）保存・伝承拠点のあり方と必要な機能の整理 

（2）具体的な取組方針や実現手法などに関する意見交換 

（グループワーク） 

第 4回 
9 月 19 日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）保存・伝承拠点のあり方の整理 

（2）保存・伝承拠点の機能ごとの具現化の方向性 

第 5回 
10 月 16 日(木) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）第 4回検討委員会の意見を踏まえた修正案 

（2）保存・伝承拠点の運営方式・運営体制の方向性 

第 6回 
11 月 18 日(火) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」 

第 7回 
12 月 9 日(火) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」 

第 8回 

令和 8年 

2 月 6 日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」 

 

3 石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）について 

（1）基本構想（案） 本編・概要版  ※ 別紙のとおり 

（2）委託業務報告書 資料編     ※ 別紙のとおり 

 

4 今後の予定について 

（1）令和 8年 8月 市民アンケート調査 （地域別・年代別無作為抽出 3,000 件） 

（2）市民アンケート集約後、基本構想（案）及び市民アンケート結果を踏まえて、 

市としての方針を整理する。 



 

 

 

 

 

 

 

石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

株式会社エブリプラン 
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1. 基本構想策定の趣旨 

(1) 本基本構想の位置づけ 

本基本構想は、石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会（令和 6 年 11 月に石見

神楽伝承内容検討専門委員会から提出された「石見神楽の保存・伝承に関する提言書」

を基に設置）における議論に基づき、石見神楽を将来にわたって継承していくための拠

点のあるべき姿を「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」として整理したものです。 

なお、整理に当たっては、「第 2 次浜田市総合振興計画後期基本計画」、「浜田市教育

振興計画」で示された基本方針に基づくとともに、「浜田市文化財保存活用地域計画」

などの関連計画との整合性を図っています。 

 

本基本構想の位置づけ 
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1）「第２次浜田市総合振興計画 後期基本計画」 

 第２次浜田市総合振興計画後期基本計画（令和４（（2022）年度～令和８（（2026）年度）

においては、将来像「住みたい（住んでよかった（魅力いっぱい（元気な浜田（～豊かな自

然、温かい人情、人の絆を大切にするまち～」を実現するために 7つの「まちづくりの

大綱」を掲げ、具体的な施策を展開されています。 

 石見神楽の保存・伝承については、まちづくりの大綱Ⅲ「夢をもち（郷土を愛する人

を育むまち【教育文化部門】」の中に位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）「浜田市教育振興計画」 

 浜田市教育振興計画（令和４（（2022）年２月策定）において、石見神楽の保存・伝承

に関して、施策の柱の一つ（「歴史・文化の伝承と創造」に次のように記載されています。 

 

現状と課題（抜粋） 

⚫ 本市に伝え残された石見神楽などの伝承文化や、浜田節、邦楽等の和の伝統文化を

保存活用し、次世代への伝承していく必要があります。 

 

基本方針（抜粋） 

⚫ 本市に伝え残された様々な伝統文化を保存活用し次世代へと伝承するため、市民団

体等の文化活動の支援に取り組みます。 

⚫ 郷土の歴史や文化財を保存、伝承するための調査を行い、潤いとゆとりを育み、地

域性に富んだ様々な文化財の保全活用に取り組みます。 

⚫ 市内の展示施設が、市民や子どもたちのふるさとを学習する場となるよう。地域の

歴史・文化の保存と活用に取り組みます。 

 

魅
力
い
っ
ぱ
い 

元
気
な
浜
田 

住
み
た
い 

住
ん
で
よ
か
っ
た 

Ⅰ活力のある産業を育て雇用をつくるまち【産業経済部門】 

Ⅱ 健康でいきいきと暮らせるまち【健康福祉部門】 

Ⅲ 夢をもち郷土を愛する人を育むまち【教育文化部門】 

Ⅳ 自然環境を守り活かすまち【環境部門】 

Ⅴ 生活基盤が整った快適に暮らせるまち【生活基盤部門】 

Ⅳ 安全で安心して暮らせるまち【防災・防犯・消防部門】 

Ⅶ 協働による持続可能なまち【地域振興部門】 
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3）「浜田市文化財保存活用地域計画」 

 前述した「浜田市教育振興計画」における基本方針にも位置づけられている「文化財

の保存活用については、令和 6年度に「浜田市文化財保存活用地域計画」が策定されて

います。 

浜田市文化財保存活用地域計画は、浜田市における「未指定の文化財を含む」文化財

の保存と活用に関する総合的な法的計画であり、今後浜田市が取り組んでいく目標や取

組の具体的な内容を記載した、文化保護行政におけるマスタープラン及びアクション・

プランの両方を担う計画です。 

本計画では、歴史文化の特性を包括的に捉えた『日本海と中国山地に支えられ、街道・

海道に培われた歴史文化』を計画の目標に掲げ、それを「みんなが知り、守り、活かす」

ことで、総合振興計画の将来像の達成にも寄与することを意図して設定されています。 

また、目標に示したキーワードをもとに、５つの柱からなる方向性が設定されていま

す。 

 石見神楽に関しては、この方向性２の取組の中に「石見神楽をはじめ、無形の文化財

の関連団体と連携し、担い手の確保・育成を支援します。」と記載されています。また、

方向性５では、「石見神楽や田囃子等の地域に根差した民俗芸能を市民一体となって守

り、歴史や技術を後世に伝えていけるよう取り組んでいきます。」と記載されています。 

 さらに、「石州和紙と石見神楽のまち」が関連文化財群の主要テーマに設定されてお

り、「歴史や技術の記録」、「後継者育成の支援」、「関連する文化財群と関係する資料館

などにおけるストーリーをもった展示・情報提供」などが取組方針として定められてい

ます。 
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(2) 浜田市における石見神楽の位置づけ 

石見神楽は、浜田市が誇る伝統芸能であり、市内には 50 以上の石見神楽団体が存在

しています。また、日本遺産にも認定されている島根県西部（石見地域）で伝承される

神楽をテーマにしたストーリー「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承

される神楽～」の構成文化財にもなっています。 

ここ浜田において、明治以降、改正神楽（八調子神楽）、校定石見神楽台本などの「石

見神楽文化」が花開き、石見神楽面、石見神楽蛇胴、石見神楽衣裳、石見神楽笛、石見

神楽花火などの「ものづくり」が生まれ、様々な地域へと伝わりました。 

現在、これら浜田が生み出した石見神楽の文化をひとつも取り入れていない石見神楽

はないことから、浜田だけが石見神楽を継承する地域のなかで唯一「石見神楽を創り出

したまち」ということができます。 
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(3) 石見神楽の保存・伝承に関する現状と課題及び提言 

令和６年度、浜田市において石見神楽伝承内容検討専門委員会が設置されました。同

委員会において、石見神楽の保存・伝承に向けた現状と課題の整理、及び取組の方向性

について議論が行われ、同年 11 月に「石見神楽の保存・伝承に関する提言書」として

取りまとめられました。その趣旨については次のとおりです。 

「石見神楽の保存・伝承に関する提言書（抜粋）」 

① 現状と課題 

１ 祭礼行事の簡素化などに伴う奉納神楽や夜明け舞の減少により、石見神楽の基本

である「儀式舞」を舞う機会が減少しており、神職によって舞われていた時代から

継承されてきた「伝統的な舞の文化」が今後継承できなくなるおそれがある。また、

少子高齢化などによる担い手不足や石見神楽団体の資金減少などにより、今後、舞

い手・楽人が減少し、石見神楽団体がなくなる可能性があるとともに、石見神楽団

体ごとに大切にしている舞や伝統が異なるため、それらをどのようにして後世に引

き継いでいくのかが課題となっている。また、石見神楽団体などの資金減少は、石

見神楽関連産業の伝統のものづくりに対しても影響を及ぼし、長期的には石州和紙

の技術継承にも関わる問題である。 

 

２ 石見神楽の面、蛇胴、衣裳などの石見神楽関連産業やものづくり技術は、浜田で

生まれたものであるが、石見神楽団体の減少などによる需要の縮小により、経営が

厳しくなり、後継者を雇うことも難しくなっている。後継者育成支援について検討

の必要があるが、雇い側に責任が生じたり、技術流出などの懸念もある。また、全

てのものづくりにおいては、先人の努力によって生み出されたデザインなどの模倣

品が流通しているといった課題もある。 

 

３ （「石見神楽を創り出したまち浜田」としての市民の誇りを醸成したり、次世代へ

引き継ぐための情報発信が不十分である。また、浜田の石見神楽について学べる

場所がない。観光客（インバウンド含む）に向けては、石見神楽を目的とした浜

田市への来訪を促すための情報発信を強化する必要がある。 

 

４ 歴史的な石見神楽用具や関係資料が市内各地に散逸しており、保存すべき用具

などの整理を行う必要がある。また、舞やものづくり技術などに関する調査研究も

不十分である。 

 

５ 行政において、知識と経験を有した石見神楽の舞やものづくりに精通し、適切な

記録保存や活用などができる専門職員が配置されていない。 
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② 提言（今後の取組の方向性） 

１ 石見神楽団体（舞、舞い手、楽人）の保存・伝承について 

神職によって舞われていた時代から継承されてきた「伝統的な舞の文化」を後世

に引き継ぐとともに、石見神楽団体（舞、舞い手、楽人）の保存・伝承に向けて、

行政と石見神楽団体が中心となり取組を推進する必要がある。 

 

２ 石見神楽関連産業、ものづくり技術の保存・継承について 

石見神楽関連産業やものづくり技術の保存・継承のために、行政による伝統工芸

品や技術の保護が必要である。また、石見神楽関連産業の維持・発展に向けた取組

を検討する必要がある。 

 

３ 「石見神楽を創り出したまち浜田」としての情報発信について 

「石見神楽を創り出したまち浜田」という言葉が市民に十分理解され浸透すると

ともに、浜田の子どもたちがふるさとを象徴するものとして石見神楽を挙げ、誇

りをもって説明できるようになるための市民向けの情報発信が必要である。それ

がひいては、石見神楽を目的とした浜田市への観光客に向けた情報発信にも繋が

る。 

 

４ 行政における調査研究について 

行政が中心となり、石見神楽団体、石見神楽関連産業従事者、有識者などと協力

しながら調査研究を行い、「石見神楽を創り出したまち浜田」としての価値や魅力

を更に明確なものとしていく必要がある。 

 

５ 石見神楽の保存・伝承を担う拠点施設について 

石見神楽の保存・伝承のために、歴史的な石見神楽用具や関係資料などの保存・

展示や石見神楽について学ぶことができ、そこに行けば浜田の石見神楽が全てわか

る拠点施設の検討が必要である。また、この拠点施設が核となり、市内各地に点在

する石見神楽関連施設への案内機能も担うなど、「石見神楽を創り出したまち」と

しての中心的な役割を担うことを期待する。 
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2. 保存・伝承拠点のあり方 

(1) 保存・伝承拠点のビジョン・コンセプト（目指す姿） 

―石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、 

浜田市民が誇れる拠点― 
 

この拠点の目的は、浜田の宝である石見神楽を「守り」「伝え」「未来へつなぐ」ことにあ

ります。 

具体的には、「伝統的な石見神楽の舞の文化」や石見神楽団体、石見神楽関連産業、も

のづくり技術を後世に伝承することを目的に、市民一人ひとりにとって身近で親しみやす

い拠点を目指します。そして、ここに来れば石見神楽のすべてがわかり、石見神楽のすべ

てを観ることができ、市民の誇りとして、内外に自信を持って紹介できる拠点をつくりま

す。 

 

拠点の中心的な役割は、石見神楽の舞、舞い手・楽人、用具などにより構成される石見

神楽文化や関連するものづくり技術の保存・伝承です。そのためには後継者の確保・育成

が不可欠です。子どもや若者が憧れ、「かっこいい」と感じるような体験、学びの場を整え、

石見神楽の文化を継承する人材を浜田市全体で育てます。 

 

そのため、専門職員など※による調査・研究に取り組み、文化としての厚みを蓄積し、そ

れを基にした石見神楽を深く知ることができる体験・学習プログラムや展示などを通じて、

市民が「石見神楽を創り出したまち浜田」を正しく理解し、誇りを持つきっかけを提供しま

す。 

 

さらに、市内の神楽団体、ものづくり職人、観光関係者、学校、行政などが連携し、情報

や人のつながりが集まり・広がる「情報のハブ」としての機能を担います。石見神楽に関す

る最新情報や知見が行き交うことで、浜田市の地域振興を支えるエンジンとなります。 

 

第一のターゲットは浜田市民です。市民自身が石見神楽を正しく学び、楽しみ、日常的に

関わることで、石見神楽に誇りを持つことができ、ひいてはそれが観光誘客にもつながり

ます。文化振興と観光振興が一体となった「市民による魅力発信」がここから始まります。 

 

石見神楽の保存・伝承という目的を大切にしながら、持続可能な収益性確保の仕組みも

工夫していきます。 

 

※専門職員など：石見神楽の専門的な知識を持つ職員及び学芸員  
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ビジョン・コンセプト図 

 

 

 

石見神楽を「守り」「伝え」「未来につなぐ」ために、調査・研究に裏付けられた体験

や展示、地域で培われてきた舞を市民に提供し、「石見神楽を創り出したまち」として

の理解と誇りをもち、石見神楽を通じて地域に貢献しようとする意識を育て（（シビック

プライドの醸成）、石見神楽関係者などや市民との連携により、石見神楽に関するあら

ゆる情報を収集し、市民が主体になって市内外に発信することで、文化振興と観光振興

の両立を目指します。 

以上のことを実現するために中心的な役割を果たすのが「石見神楽保存・伝承拠点」

です。 

  



9 

 

(2) 保存・伝承拠点のミッション（使命・意義） 

本拠点は、石見神楽を未来へとつないでいくため、以下の７つのミッション（使命・

意義）を掲げ、その役割を果たしていきます。 

 

① 用具や資料の収集・保存 

市内に点在する貴重な石見神楽用具や歴史的な資料を収集・保存し、それらの散逸

や劣化を防ぐことで、後世への継承を図ります。 

② 調査・研究 

石見神楽に関する学術的な調査・研究を推進し、その価値を明確化することで、保

存・伝承活動の深化・充実に貢献します。 

③ 後継者の育成・確保 

石見神楽の舞い手や楽人、そして神楽面・蛇胴・衣裳などのものづくりを支える職

人まで、将来の石見神楽を担う多様な後継者の育成につなげます。 

④ 舞（保持演目）や文化、ものづくり技術の伝承 

浜田市内の神楽団体が保持する様々な演目が将来にわたって継承される環境を整

えるとともに、石見神楽文化やそれを支えるものづくり技術を後世に正確に伝承して

いく役割を担います。 

⑤ 市民の誇りの醸成 

市民一人ひとりが「石見神楽を創り出したまち浜田」の歴史と文化を正しく理解し、

地域への愛着と誇りを深めるきっかけを創出します。 

⑥ 情報のハブ 

石見神楽に関するあらゆる情報や人が集まり、交流する中心的な拠点となります。

ここから市内外へと情報が効果的に広がっていくハブとしての機能を担います。 

⑦ 魅力の発信 

より多くの市民や県内外からの来訪者に向けて、（「石見神楽を創り出したまち浜田」

という言葉の持つ意味や、石見神楽の持つ奥深い魅力を効果的に発信し、その価値を

広く伝えていきます。 
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(3) 保存・伝承拠点に必要な機能 

保存・伝承拠点の「ビジョン・コンセプト（目指す姿）」の実現に向けて掲げた７つ

の「ミッション（使命・意義）」を具体化するために必要な機能として、以下の５つの

機能に整理しています。 

５つの機能を活用することにより、「伝統的な石見神楽の舞の文化」や石見神楽団体、

石見神楽関連産業、ものづくり技術を後世に伝承することを目指します。 

 

 

№ 機 能 内 容 

① 収集・保存機能 
石見神楽に関する資料、用具などを体系的に収集し、後

世に伝えるために適切に保存・管理する機能です。 

② 調査・研究機能 
石見神楽に関する専門的な知見を蓄積し、その成果を

広く社会に還元していく機能です。 

③  展 示 機 能 
市民や県内外からの来訪者が石見神楽の魅力と奥深さ

を多角的に理解できるように表現・公開する機能です。 

④  教育・普及機能 
市民の理解を深め、誇りを育み、次世代への伝承につな

げる機能です。 

⑤  交 流 機 能 
舞殿を核として、人と人、人と文化をつなぎ、石見神楽

を通じた地域内外のネットワークを築く機能です。 
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(4) 各機能の活用 

前述の５つの機能別に、保存・伝承の具体化に向けた方針（目標、取組方針、実現手

法）を以下に示します。 

 

① 収集・保存機能の活用 

【目標】 

石見神楽に関する面・蛇胴・衣裳などの貴重な用具や各種資料などが散逸（・劣化す

ることを防ぎ、将来にわたって確実に保存することを目指します。 

 

【取組方針】 

本拠点で保存すべき資料を専門的な視点から選定し、適切な環境で保存・管理を行

います。面・蛇胴（・衣裳といった石見神楽用具はもちろん、歴史的な図書や文献、写

真、映像、音声などの資料も幅広く収集の対象とします。これらの資料については、

劣化を防ぐとともに、デジタル化を推進し活用しやすい形で保存します。 

また、各神楽団体が保持する演目や地域ごとの特色、演者の貴重な証言などを体系

的にデータ化し、調査・研究に活用できるようにします。 

収集・保存された用具については、来訪者が収蔵庫を見学できる取組も検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神楽面や衣裳などの用具の収蔵 
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【実現手法】 

（１）資料などの収集 

まず、各神楽団体からの情報提供や関係書類などに基づき、市内に存在する用具や

資料（写真、映像などを含む）の現状を悉皆調査し、全体像を把握します。その上で、

本拠点で保存すべき資料の選定・収集を行います。 

 

（２）適切な収蔵環境の確保 

将来的な資料の増加を見越し、十分なスペースを持つ収蔵庫を確保します。収蔵庫

内は、資料の劣化を防ぐために温度・湿度を適切に管理できる環境を整備します。ま

た、収蔵品をただ保管するだけでなく、来訪者への公開もできるような収蔵形態につ

いても検討します。情報収集の結果を踏まえ、拠点で保存すべき資料を整理・選定し

た上で、最適な収蔵庫の規模や形態を決定します。 

 

 

② 調査・研究機能の活用 

【目標】 

石見神楽の歴史や関連用具に関する調査・研究を推進し、その価値を明らかにする

ことを目指します。 

 

【取組方針】 

専門職員などが中心となり、石見神楽の歴史的背景、演目構成、地域ごとの特色、

そして石見神楽用具の製作技術や素材に至るまで、継続的な調査・研究を実施します。 

また、大学や外部の研究機関とも積極的に連携し、多角的な視点から研究を深めま

す。研究で得られた成果は、神楽関係者はもちろん、広く市民や県内外の方々に向け

て情報発信していきます。 

さらに、全国の神楽との比較研究を通じて、石見神楽の特色を整理し、その価値を

より明確に伝えていきます。 
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【実現手法】 

（１）専門人材の確保 

専門職員などを配置します。また、学生の地域研究活動などとも連携・協働し、次

代の研究人材の確保・育成にもつなげます。 

 

（２）石見神楽及び関連産業の調査・研究 

調査（・研究を通じて、石見神楽を支えるものづくり（面、蛇胴、衣裳など）の独創

性や価値を明らかにします。全国の神楽と比較することで、石見神楽の価値や特色を

客観的に整理し、発信します。 

 

（３）外部団体との連携による研究 

島根県立大学などの大学や、郷土の歴史・文化を研究する機関と連携し、共同研究

を推進します。研究内容を共有・体系化し、将来的な文化財指定なども視野に入れた

価値の明確化を目指します。 

 

（４）研究成果の公表 

調査（・研究の成果は、拠点施設での企画展示やトピック展示、講演会、ワークショ

ップなどを通じて、広く一般に公表し、知識の普及を図ります。 

 

（５）調査・研究環境の確保 

収集した情報や収蔵資料を有効に活用し、専門職員などを中心として継続して調

査・研究に取り組める環境を確保します。神楽に関する図書資料を閲覧できるスペー

スや、資料を撮影できる場所など、研究に必要な環境も整備します。 

 

 

 

 

 

 

  

用具などの調査 研究成果の公表 
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③ 展示機能の活用 

【目標】 

石見神楽のすべてがわかる拠点として、「石見神楽を創り出したまち浜田」への市

民の理解を深め、誇りへとつなげることを目指します。 

 

【取組方針】 

常設展示と企画展示を効果的に組み合わせ、来訪者が何度訪れても新たな発見があ

る展示構成とします。実物資料に加え、デジタル技術を活用した分かりやすい展示で、

来訪者の理解を促します。また、解説には多言語対応や子ども向けの視点を取り入れ、

幅広い層が楽しめるよう配慮します。 

展示は、舞や奏楽だけでなく、それを支える「ものづくり」（石見神楽関連産業）

にも焦点を当てます。見るだけでなく、触れたり聴いたりといった多様な感覚で、臨

場感あふれる体験を提供します。 

 

◇常設展示 

段階的な体験を通して、石見神楽に親しみ、歴史や技術、特徴などを実物資料と

デジタル手法を交えて紹介します。 

   また、「トピック展示」として、常設展示エリア内に更新可能なコーナーを設け

何度訪れても発見がある展示とします。 

 

◇企画展示 

テーマは浜田の歴史・文化・自然など幅広く取り扱い、常設展示の（「考えるステ

ップ」やトピック展示と連動した企画も展開します。 

 

 

  

太鼓をたたいたり、神楽面をつけてみた
りなどの体験ができる 

神楽に関わる人々からのメッセージを聞く 
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【展示コンセプト】 

「受け手からつなぎ手へ─石見神楽を未来へつなぐ拠点」 

本拠点のビジョン・コンセプトに掲げる（「石見神楽を（『守り』『伝え』『未来につな

ぐ』」を実現するため、展示機能では、来館者が単なる「受け手」として楽しむだけ

でなく、体験を通して石見神楽やそれを支える石見神楽関連産業への興味を深め、自

らが担い手や支え手、すなわち「石見神楽をつなぐ人々」になりたいと思えるような

体験を創出します。 

展示内容は、小学校高学年程度が理解できる表現を基本とし、多言語対応や視聴覚

などに障がいのある方への配慮も行います。また、デジタル技術、AI技術の活用など

による分かりやすい解説や、時代の変化に合わせた展示内容のアップデートにも対応

しやすい方法を検討します。 

 

【展示ストーリーと構成】 

石見神楽に初めて触れる方から詳しい方まで、誰もが石見神楽を学び、自分ごとと

して捉えるまでの過程を、以下の５つのステップを通して体験できる構成とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
来館者が、石見神楽の舞い手や石見神楽関連産業の担い手などの石見神楽に関係する人や、 

石見神楽を市内外から支える人などになることを目指す 

石見神楽をつなぐ人たち 
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【ステップごとのコンセプト・ポイント及び内容】 

ステップ コンセプト・ポイント 内 容 

1 見る 非日常への入口、石見神

楽との出会い 

囃子の響き、舞う人の姿、観客の熱気、職人の

手仕事など、石見神楽を象徴する要素を断片的に

切り取り、神聖かつ熱量のある「かっこいい石見

神楽」を印象付けます。シンボルとなる貴重な神

楽面の展示や、迫力ある映像などで来訪者を石見

神楽の世界へ引き込みます。 

2 触れる・ 

感じる 

多様な感覚を刺激し、受

け手と作り手の境界を越

える 

石見神楽用具（面、蛇胴、衣裳等）を間近で見

たり、実際に触れたりすることで、その質感など

体感します。また、製作工程で使われる石州和紙

などの素材に触れたり、衣裳の刺繍を拡大して見

たり、触ったりできる展示を通して、作り手の存

在や技術の工夫に気づくきっかけを作ります。 

また、石見神楽の独特の口上や奏楽などの違い

を感じることができる展示を行います。 

3 知る 石見神楽が伝承・拡散し

ていった背景や多くの人

の手によって支えられて

いることを理解する 

石見神楽の成り立ちや特徴、六調子と八調子の

違い、演目の多様性、演出の柔軟性、神楽関連産

業の存在など、その全体像を分かりやすく紹介し

ます。神楽団体やものづくり技術の歴史を学ぶこ

とで、「石見神楽を創り出したまち浜田」への理解

を深めます。 

4 やってみる 「見る」から「関わる」へ。 

「もっとやってみたい」

への第一歩 

囃子を奏でてみる、舞ってみる、面をつけてみ

るといった、演じることの疑似体験を提供します。

気軽にできる体験できるような用具やゲーム感覚

で楽しめる体験コンテンツを通じて、「もっとやっ

てみたい」という気持ちを引き出し、石見神楽へ

の関心をさらに高めます。 

5 考える 自分と石見神楽のつなが

りを見つける、向き合う 

舞い手、楽人、ものづくり職人、そして地域住民

など、様々な立場で石見神楽に関わる人々の姿を

紹介します。鑑賞やメッセージを送るといった応

援の仕掛けもつくり、来訪者自身が「自分は石見

神楽にどう関わっていくことができるか」を考え

るきっかけを提供します。 
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④ 教育・普及機能の活用 

【目標】 

学校のふるさと郷育などで積極的に活用されるとともに、市民が繰り返し訪れるこ

とで、石見神楽に関わる人々の裾野を広げていくことを目指します。 

 

【取組方針】 

子どもや若者が石見神楽に親しむためのワークショップや体験教室を定期的に開

催し、「演じる・作る・知る」といった多様な機会を提供します。学校教育への理解

や協力を促し、連携を深めるための講習会の開催や、ふるさと郷育の教材として石見

神楽を活用する際のサポートも行います。 

また、子どもだけでなく大人を対象とした解説講座や神楽団体の公開練習などを企

画し、世代を超えた普及活動を展開します。 

SNS や各種メディアも活用し、石見神楽の持つ「かっこよさ」や物語性を発信する

ことで、若年層や神楽に馴染みのない人への関心を喚起します。 

さらに、市内に点在する石見神楽に関するあらゆる情報を集約・発信するハブとし

ての役割を担います。 

 

 

 

 

 

  

ふるさと郷育（学校出前講座） 
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【実現手法】 

（１）子どもから大人までを対象とした体系的な学びの提供 

ふるさと郷育の一環として、専門職員などによる出前授業や本拠点への来館プログ

ラムを実施します。初心者向けから、より専門的な内容を扱う講座、さらには将来の

担い手を養成するコースまで、市民の多様な関心レベルに対応した体系的な学習プロ

グラムを構築します。親子で参加できるワークショップも開催し、世代を超えて楽し

める機会を提供します。 

 

（２）市民との連携・協働による普及活動 

専門職員などを配置するとともに、意欲ある市民を「市民ガイド」として養成しま

す。市民ガイドや既存の活動団体、行政・教育機関と連携し、定期公演などでの解説、

各種ワークショップのサポートなど、協働による普及活動を推進します。 

 

（３）戦略的な情報発信 

市内に点在する神楽団体、関連産業、ゆかりの地などの情報を一元的に集約し、効

果的に発信するシステムを構築します。ウェブサイトや SNS、メディアへの情報提供

を充実させ、拠点施設だけでなく市内各地へ人々が足を運ぶきっかけを創出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
市民ガイドの養成や連携 
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⑤ 交流機能の活用 

【目標】 

石見神楽の保存・伝承拠点に欠くことのできない舞の文化の継承を主眼とするとと

もに、多くの市民や県内外の方々に石見神楽の魅力や石見神楽関連産業について知っ

てもらい、他の伝統文化や異なる分野との新たな交流を生み出すことを目指します。 

 

【取組方針】 

この地域で培われてきた舞の営みそのものの文化の継承活動や、神楽団体同士の交

流や合同公演、体験イベントなどを通じて相互理解を深め、浜田市全体での石見神楽

を通じた交流や石見神楽文化の継承に向けた機運醸成につなげます。 

また、舞殿や多目的室の整備により、来訪者と演者・職人が交流できる機会を創出

します。 

拠点自体が石見神楽に関する情報のハブとして機能し、各地の活動や知見が集まり、

共有・発信される場となることを目指します。また、他地域の伝統芸能や異なる分野

のアーティストとのコラボレーションなど、新たな担い手が創造的に関われるフィー

ルドを提供し、石見神楽を核とした賑わいと新たな挑戦を生み出します。これらの活

動を通じて、石見神楽のものづくり技術や資源を活用した商品開発・事業開発や観光

への展開を進め、地域経済の活性化につなげます。 

 

【実現手法】 

（１）舞殿の整備 

祭礼行事の奉納神楽や夜明け舞の減少などの神楽舞の短縮化や簡素化により、舞う

機会の少ない演目も多くなっており、「伝統的な舞の文化」が今後継承できなくなる

おそれがあります。夜明け舞の演舞も可能な設備を整え、将来にわたり持続可能な定

期公演などを通して、現在保持する演目を一つも欠くことなく伝える環境装置として

舞殿の整備が求められています。 

石見神楽が持つ迫力と魅力を最大限に伝えるため、演者にとっても「憧れの舞台」

となるような舞殿を整備します。ここは、観光客向けの定期公演の場であるばかりで

なく、各団体がそのこだわりを存分に表現できる空間であることが重要です。 

舞殿は、奉納神楽に準ずる舞台と位置づけ、神社で鑑賞するような、演者と観客が

一体となれる空間を目指します。一方で、音響や照明などの舞台装置も充実させ、多

様な演出による新たな挑戦にも対応できる環境を確保します。さらに、イヤホンガイ

ドなどを導入し、初心者でも解説を聞きながら楽しめる仕組みや、多言語対応も検討

します。 
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飲食しながらの鑑賞 

イヤホンガイド 

定期公演 
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（２）多目的室の整備 

石見神楽に関する各種の会議や講座、体験イベント、ワークショップ、学習・創作

活動などを開催できる柔軟な多目的室を整備し、石見神楽に関わる市民、団体、子ど

もたちだけでなく、石見神楽を核として異なる分野の人々が気軽に集い、交流できる

場を提供します。 

 

（想定される活用シーン） 

①日常的・定例的な石見神楽関連の活動 

 研修・講座の開催 

 小規模練習  

②イベント・ワークショップの開催 

 石見神楽体験ワークショップ 

 石見神楽関連産業体験ワークショップ 

 親子向け・子ども向けイベント 

 観光客向けプログラム  

③教育・学習支援としての活用 

 教育活動 

 調査・アーカイブ活動 

 自己学習を支援する図書コーナーの設置  

④異分野交流・地域活性化につながる利用 

 工芸・アートとのコラボ 

 食・農業分野とのコラボ 

 地域企業とのコラボ 

 市民交流、ファンとの交流  

⑤産業振興・ビジネス利用 

 写真家・作家・クリエイターの創作活動 

 企業研修  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

石見神楽体験ワークショップ 

石見神楽に関する研修・講座 
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3. 拠点施設の構成及び管理運営方針 

本拠点は、「石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、浜田市民が誇れ

る拠点」として、より多くの市民や県内外からの来訪者が集い、石見神楽を身近に感じ、

理解を深め、誇りを育み、文化を後世に伝承する場所となることが重要です。 

こうした考えのもと、検討委員会では、郷土資料館その他の文化施設などとの複合施

設とはせず、石見神楽に特化した拠点施設として整備することが望ましいと整理しまし

た。 

以上を踏まえ、拠点施設の構成及び管理運営方針について、以下に整理します。 

(1) 施設ゾーニング 

本拠点施設は、収集・保存から調査・研究、展示、教育・普及、交流といった多岐に

わたる機能を効果的に発揮するため、以下の９つのゾーンで構成します。 

① 収蔵ゾーン 

石見神楽に関する貴重な面、蛇胴、衣裳、古文書、映像資料などを、長期間良好な

状態で保存する必要があります。このためには、適切な温湿度管理が可能な設備、防

犯・防災対策を講じた構造が求められます。 

規模は、今後、収蔵品の種類・形状・大きさ・員数などを踏まえて算出することに

なりますが、効果的に収蔵できる什器などの設備も必要になります。 

 

② 調査・研究ゾーン 

専門職員などや研究者が、収蔵資料や文献を用いて石見神楽の調査・研究を行う空

間です。資料の撮影や分析を行うための設備も備えます。 

その他調査（・研究に必要な図書を保管する書棚や収蔵品の清掃や補修などを行うた

めの道具なども必要に応じて整備しておく必要があります。 
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③ 常設展示ゾーン 

来訪者にとっての中心的なゾーンです。石見神楽の歴史や特徴、石見神楽関連産業、

ものづくりの技術など、その全体像を「見る・触れる・知る・やってみる・考える」

という５つの体験ステップを通して、誰もが楽しく学べるゾーンです。実物資料とデ

ジタルコンテンツを融合させ、石見神楽の魅力を伝えます。 

収蔵ゾーンと同様に、貴重な収蔵品を展示する場合においては、適切な温湿度管理

ができる装置の設備が必要であるとともに、防犯（・防災対策にも留意する必要があり

ます。 

本基本構想では、原則として展示のストーリーを重視し、順をおって体験すること

で、石見神楽の魅力を知り、理解を深めることを目指しています。 

 

④ 企画展示ゾーン 

常設展示とは異なるテーマや新たな切り口で、石見神楽や浜田の文化の多様な魅力

を発信する柔軟な空間です。外部のアーティストとの連携など、挑戦的な企画も展開

します。 

 

⑤ 情報発信ゾーン 

拠点内のイベントだけでなく、市内の神楽公演や関連情報を一元的に発信するハブ

機能を持つゾーンです。市民や観光客などを対象とする情報発信機能の他、神楽関係

者同士の情報交換ができる仕組みも検討します。 
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⑥ 舞殿ゾーン 

この地域で培われてきた舞の文化の継承を第一義に、舞い手や楽人と観客が一体と

なれる伝統的な雰囲気と、多様な演出を可能にする現代的な舞台設備を両立させた、

本拠点の象徴となる空間です。定期公演や団体間の交流公演、夜明け舞、異なる分野

とのコラボレーションなど、様々な活動の中心となります。 

整備箇所にもよりますが、夜明け舞などにも対応するには防音設備が必要になりま

す。また、花火やスモークの利用などにも配慮した建築や設備を検討する必要もあり

ます。 

本舞殿は、石見神楽の公演を主な利用として想定していますが、異なる芸能などの

利用・貸出しを想定した場合には、ある程度舞台や観客席の展開が可能な設備として

おくことが望まれます。 

 

⑦ 多目的室ゾーン 

市民や子どもたちなどを対象とした各種講座やワークショップ、講演会などを開催

するための多目的な空間です。石見神楽の舞や奏楽、ものづくりなどの体験活動の場

としても活用します。 

様々な活用シーンが想定されることから、丈夫で維持管理がしやすい床や壁の構造

とすることが望まれます。 

また、体験やワークショップの他、小規模な会議や講習会などにも活用しやすいよ

うに、可動間仕切りなどにより、いくつかの空間に区分できるようにする必要があり

ます。 

 

⑧ エントランスホール等（サービス機能） 

来訪者を迎え入れ、施設全体へと誘う開放的な空間です。総合案内、休憩スペース、

トイレ、軽飲食の提供など、誰もが快適に過ごすためのサービス機能を集約します。 

離合集散の場となるだけでなく、来訪者がくつろぐ空間にもなることから、居心地

の良い場所にする必要があります。 

 

⑨ 管理事務ゾーン 

施設の管理運営を担う職員が業務を行うための事務室や会議室などを配置するゾ

ーンで、施設全体の円滑な運営を支えます。 
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機能ゾーニング図 
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(2) 管理運営方針 

① 基本方針 

本拠点施設の管理運営にあたっては、石見神楽の保存・伝承の根幹である「後継者育

成」や「市民の誇りの醸成」を最重要視しつつ、観光振興や地域経済の活性化といった

側面も考慮した、持続可能な運営を目指します。 

 

② 運営方式 

施設の公共性を維持しながら、民間事業者の持つノウハウや活力を最大限に活用する

ため、「官民共同型」による運営を基本とします。 

施設は浜田市が所有し、その運営を指定管理者制度や業務委託、あるいは複数の団体

で構成するコンソーシアム（共同事業体）形式など、官民が連携して行う方式を検討し

ます。また、官民連携による施設運営の効果を最大化するために、ある程度民間事業者

などの裁量を許容できるような条例・規則などの規定や運営ルールについても整理が必

要です。 

これにより、民間の自由な発想による誘客イベントの実施や自主事業の展開を促進し、

収益性を確保すると同時に、行政が担うべき調査・研究などの公的な役割も着実に果た

していきます。 

 

※主要施設などは行政が保有した上で、官民共同型により運営する手法の例 

⚫ NPO や一般社団法人が運営 

 指定管理型や業務委託型 

 民間に一定の裁量と収益性を持たせつつ、公共性も維持 

⚫ 第三セクターや合同会社の設立 

 行政出資＋地域プレイヤー出資で新組織を設立 

 公私の中間的な立場で資金調達や人材集めがしやすい 

⚫ 地元民間企業・職人・地域団体によるコンソーシアムの設立 

 それぞれの専門性を持ち寄る形態 

 クラウドファンディングや地域商社的な手法も取り入れやすい、部分的に民

間所有も検討 
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③ 運営体制 

運営体制は、施設全体を統括する館長のもと、「総務部門」「調査・研究・学芸部門」

「事業部門」の３部門を置くことを想定します。 

各部門の役割は次のように想定しています。 

部門 主な役割 

総務部門 ・施設維持管理、設備運用維持管理 

・総務・庶務（予算、人事、給与、服務等） 

・受付・案内 

・施設に関する広報（パンフレット、ウェブサイト）  

調査（・研究・学芸部門 ・資料の収集・保存・管理、データベースの構築と管理 

・石見神楽に関する調査・研究、関連図書などの発行 

・常設展示、企画展示、トピック展示の企画・実施  

事業部門 ・石見神楽の公演の企画・調整 

・各種の体験や教室、ワークショップなどの企画・運営 

・各種交流事業の企画・運営 

・事業に関する広報（パンフレット・SNS）  

 

本拠点が持つべき５つの機能（①収集・保存機能、②調査・研究機能、③展示機能、

④教育・普及機能、⑤交流機能）を効果的に発揮するため、浜田市だけでなく、浜田市

観光協会、各神楽団体、産業関係者といった団体・個人と緊密に連携・協力する体制を

構築します。 

なお、本拠点を魅力的で質の高いものとするため、芸術・文化施設の整備や管理運営

に精通したコーディネーターも必要と考えます。 

さらに、運営状況を客観的に評価・検証するための第三者機関を設置し、透明性の高

い運営を目指します。 

 

運営体制のイメージ 

 

 

 

 

  

総 務 部 門  

総務・庶務、 
施設維持管理、 

広報 等 

 

事 業 部 門  

公演の企画、 
体験・ワークショップ、 

交流事業の企画 等 

調査・研究・学芸部門 

資料の収集・保存・
管理、調査・研究、 

展示の企画 等 
 

館 長  

運営監査機関 
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4. 今後の展望 

(1) 石見地域における石見神楽と浜田市の役割 

石見神楽は、浜田市において、明治以降、改正神楽（八調子神楽）、校定石見神楽台

本などの「石見神楽文化」が花開き、石見神楽面、石見神楽蛇胴、石見神楽衣裳、石見

神楽笛、石見神楽花火などの「ものづくり」が生まれ、様々な地域へと伝わりました。 

また、日本遺産に認定されている島根県西部（石見地域）で伝承される神楽をテーマ

にしたストーリー「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承される神楽～」

の構成文化財にもなっている浜田市が誇る伝統芸能であり、市内には 50 以上の石見神

楽団体が存在します。 

現在、これら浜田市が生み出した石見神楽の文化をひとつも取り入れていない石見神

楽はないことから、浜田市だけが石見神楽を継承する地域のなかで唯一「石見神楽を創

り出したまち」ということができます。 

浜田市は、石見神楽広域連絡協議会や広島広域都市圏協議会に加盟し、広域的に様々

な取組に参画することにより、石見神楽の理解と認識を高めるとともに魅力を効果的に

発信するなど、浜田市内だけでなく広域圏の石見神楽の振興・発展に取り組んでいます。 

このように、浜田市は、「石見神楽を創り出したまち」として、石見神楽が伝承され

ている各地域の中心としての役割を担うことが期待されるところです。 

本基本構想に掲げる保存・伝承拠点の機能が十分に活用されることにより、広く石見

神楽を次世代へ引き継ぐことが可能となるとともに、浜田市及び広域圏への観光客誘致

に向けた情報発信の役割を担うことにもつながります。 
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(2) 文化財指定などに向けた取組 

浜田市における石見神楽に関する文化財指定は、現在、島根県指定の「井野神楽（昭

和 36 年指定）」、「有福神楽（昭和 39 年指定）」や浜田市指定の「紙本墨書神楽台本（平

成 14 年指定）」、「石見神楽蛇胴製作技術（令和 5年指定）」、「神楽木彫面 25 点（平成 14

年指定）」があります。 

今後、価値の高い石見神楽関連文化財を指定し、適切に保護・管理し、後世へ確実に

継承していくことは、石見神楽の保存・伝承において重要な手段です。 

国や島根県、浜田市において、価値が高いと公的に認められることで、その文化財の

重要性が社会的に広く認識されることとなります。 

このため、石見神楽関連のものづくり技術や舞の文化財指定に向けた取組を一層進め

ていくことが重要であると考えられます。 

また、「石見神楽を創り出したまち（浜田」で生まれ伝えられてきた、面・蛇胴・衣裳

などについては、その価値を明確にするとともに技術の模倣や流出を防ぐ観点から、意

匠や商標の登録、特許権の取得、著作権法による保護を目指します。 

 

 

(3) 市内各地域・施設との連携（フィールドミュージアム） 

 

浜田市文化財保存活用地域計画で整理されているとおり、浜田市内には石見神楽に関

連する様々な有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物があります。 

 

検討委員会では、石見神楽に関する資料などは、これまで伝承してきた地域で保存・

伝承していくものと拠点施設で保存・伝承していくものを整理した上で、市内に散在す

る石見神楽に関連する施設や資源と連携する仕組みの構築が必要とする意見がありま

す。 

拠点施設のみに人が集まって終わりではなく、それらの人々が各地域の施設や資源へ

と拡散していく仕組みを構築します。従って、各地域の施設などとの連携体制づくりや

ハード・ソフト対策（統一的な案内サイン、オブジェ、キャラクター等）を講じて、市

全体で「石見神楽を創り出したまち浜田」を体感できる地域づくりを図る必要があると

考えています。 
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関連文化財群「石州和紙と石見神楽のまち」の構成文化財一覧 

文化財の類型 区 分 
名  称 

※「…日本遺産」はその構成文化財 

有形文化財 美術工芸品（（(典籍) 市 紙本墨書藤井宗雄著書…日本遺産（神楽） 

有形文化財 美術工芸品(古文書) 市 紙本墨書神楽台本…日本遺産（神楽） 

無形文化財  国 石州半紙…日本遺産（神楽） 

無形文化財  市 石見神楽蛇胴製作技術 

無形文化財  未指定 
石見神楽関連用具（面・衣裳等）製作技術（製

品は日本遺産の構成文化財） 

無形文化財  未指定 石州和紙（製品は日本遺産の構成文化財） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（内村町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（下有福町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（上府町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（佐野町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（長浜町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（日脚町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（鍋石町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 市 神楽木彫面（田橋町）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 石見神楽の師（田中清見の碑 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 烈女お初の碑…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 神楽衣裳（明治（14（年(1881)） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 石見神楽衣裳（刺繍衣裳）…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 石見神楽面…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 有形の民俗文化財 未指定 長浜人形…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 無形の民俗文化財 県 有福神楽…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 無形の民俗文化財 県 井野神楽…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 無形の民俗文化財 未指定 市木神楽（国指定（大元神楽の一部） 

民俗文化財 無形の民俗文化財 未指定 石見神楽…日本遺産（神楽） 

民俗文化財 無形の民俗文化財 未指定 角寿司…日本遺産（神楽） 

記 念 物 名（  勝  （地 未指定 鏡山…日本遺産（神楽） 

出典：浜田市文化財保存活用地域計画 
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出典：浜田市文化財保存活用地域計画 
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参考資料 

(1) 石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会委員名簿 

№ 区分 団体名・役職 氏 名  

1 学識経験者 公立大学法人島根県立大学（教授 豊田 知世 会長 

2 学識経験者 
島根県立古代出雲歴史博物館 

専門学芸員 
藤原 宏夫  

3 学識経験者 
松江市文化財課歴史史料専門調査員 

浜田市文化財審議会委員 
浅沼 政誌  

4 学識経験者 
NPO 法人石見銀山資料館（理事長 

浜田市文化財審議会委員 
仲野 義文  

5 情報発信関係 
石見ケーブルビジョン株式会社 

代表取締役社長 
福浜 秀利 副会長 

6 神楽団体 浜田石見神楽社中連絡協議会 小川 徹  

7 神楽団体 
金城町石見神楽社中連絡協議会 

副会長 
塚本 猛  

8 神楽団体 旭町石見神楽保存会（会長 藤本 英佳  

9 神楽団体 弥栄町石見神楽社中連絡協議会 梅津 里美  

10 神楽団体 三隅町石見神楽社中協議会（会長 丸山 洋司  

11 
子ども神楽 

関係団体 
どんちっちサポート IWAMI 大下 一匡  

12 神楽産業 柿田勝郎面工房（代表 柿田 兼志  

13 大学生 
島根県立大学石見神楽舞濱社中 

副代表 
堀尾 紗里亜  

14 教育文化団体 浜田市浜田郷土資料館（館長 川本 裕司  

 

  



33 

 

(2) 石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 石見神楽の保存・伝承拠点の基本構想に係る検討や意見交換を行うため、「石

見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会」（以下、「委員会」という。）を置く。  

（所掌事項） 

第 2条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

⑴ 石見神楽保存・伝承拠点基本構想に関すること。 

⑵ その他委員会の目的達成のために必要な検討に関すること。 

（組織及び委員） 

第 3条 委員会は、識見者、各種団体から推薦された者及びその他市長が特に必要と

認める者をもって構成し、市長が委嘱する。 

2 （委員のうちから会長 1名、副会長 1名を置く。 

3（（（会長及び副会長は、委員会において委員の互選により定める。 

4 （副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあるとき、又は会長が欠けたときは、そ

の職務を代行する。 

5 （委員の任期及び委員会の設置期間は、委員会の目的が達成されるまでとする。 

（会議） 

第 4条 委員会は、必要の都度、市長が招集し、会長が議事の進行を務め   る。 

2 （委員は、会議の際にやむを得ない理由により欠席する場合に、それぞれが委任し

た代理を立てることができる。 

3 （会長が特に必要があると認めたときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴く

ことができる。 

（報償費及び実費弁償） 

第 5条 委員が委員会の会議に出席した場合は、6,000 円の報償費及び浜田市参考人

等の実費弁償に関する条例（平成 28 年浜田市条例第 14 号）の規定の例により費用

弁償に相当する額の実費弁償を支給する。 

（事務局） 

第 6条 委員会の事務は、教育部文化振興課神楽文化伝承室が行う。 

（補則） 

第 7条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、市長が別に定

める。 

 

附 則 

この要綱は、令和 7年 4月 18 日から施行する。 
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(3) 石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の開催状況 

回 開催日・場所 内容 

第 1回 

令和 7年 

5 月 29 日(木) 

中央図書館 

1 委員会の設置について 

2 協議事項 

 ・会長・副会長の選任について 

 ・会議の公開について 

3 報告事項 

 石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の検討事項

について 

4 意見交換 

 石見神楽の保存・伝承拠点に必要と考える機能や展示・

活用方法などについて 

第 2回 

同年 

7 月 11 日(金) 

中央図書館 

1 報告事項 

（1）基本構想策定支援業務委託について 

（2）第 1回検討委員会における主な意見について 

（3）浜田市議会石見神楽振興議員連盟からの主な意見に

ついて 

（4）その他 

  ①浜田市石見神楽万博公演視察について（浜田市議会

石見神楽振興議員連盟） 

  ②「石見神楽を創り出したまち浜田」の考察                         

2 協議事項 

 グループワーク 

  ステップ①「拠点を通して何を目指すのか（目的）」 

  ステップ②「目的達成に向けて、どんな機能が必要か

を考えて提案する」 

第 3回 

同年 

8 月 8日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）保存・伝承拠点のあり方と必要な機能の整理につい

て 

（2）具体的な取組方針や実現手法などに関する意見交換

（グループワーク） 

第 4回 

同年 

9 月 19 日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）保存・伝承拠点のあり方の整理について 

（2）保存・伝承拠点の機能ごとの具現化の方向性につい

て 
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第 5回 

同年 

10 月 16 日(木) 

中央図書館 

1 協議事項 

（1）第 4回検討委員会の意見を踏まえた修正案について 

（2）保存・伝承拠点の運営方式・運営体制の方向性につ

いて 

第 6回 

同年 

11 月 18 日(火) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」について 

第 7回 

同年 

12 月 9 日(火) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」について 

第 8回 

令和 8年 

2 月 6日(金) 

中央図書館 

1 協議事項 

「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」について 

 

 

 

 



１．基本構想策定の趣旨

【本基本構想の位置づけ】

本構想は、石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の議論に基づき、石見神楽を将来にわ

たって継承するための拠点のあるべき姿を基本構想（案）として整理したものです。

「第2次浜田市総合振興計画後期基本計画」「浜田市教育振興計画」の基本方針に基づくとと

もに、「浜田市文化財保存活用地域計画」などの関連計画との整合を図っています。

【浜田市における石見神楽の位置づけ】
石見神楽は浜田市が誇る伝統芸能であり、

市内には50以上の石見神楽団体が存在します。

また、日本遺産「神々や鬼たちが躍動する神話

の世界～石見地域で伝承される神楽～」の構成

文化財にもなっています。

明治以降、改正神楽（八調子神楽）や校定石

見神楽台本などの「石見神楽文化」が浜田で花

開き、石見神楽面・石見神楽蛇胴・石見神楽衣裳・石見神楽笛・石見神楽花火などの「ものづく

り」が生まれ、様々な地域に伝わりました。

現在、これら浜田が生み出した石見神楽の文化をひとつも取り入れていない石見神楽はないこ

とから、浜田だけが石見神楽を継承する地域のなかで唯一「石見神楽を創り出したまち」という

ことができます。

【現状と課題及び提言】
「石見神楽の保存・伝承に関する提言書」（令和６年11月）では、(1)祭礼行事の簡素化など

に伴う奉納神楽・夜明け舞の減少、担い手不足、資金減少、(2)石見神楽関連産業やものづくり

技術の後継者不足と模倣品の流通、(3)「石見神楽を創り出したまち浜田」の情報発信不足と学

べる場所の不在、(4)石見神楽用具や関連資料の散逸と調査研究の不足、(5)行政における専門職

員の未配置、を課題として整理されました。その上で、今後の取組の方向性として、(1) 石見神

楽団体（舞、舞い手、楽人）の保存・伝承、(2) 石見神楽関連産業、ものづくり技術の保存・継

承、(3) 「石見神楽を創り出したまち浜田」としての情報発信、(4) 行政における調査研究、(5) 

石見神楽の保存・伝承を担う拠点施設、について提言されています。

石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案） 【概要版】

４．今後の展望

【石見地域における石見神楽と浜田市の役割】

浜田市は「石見神楽を創り出したまち」として、石見神楽が伝承されている各地域の中心とし

ての役割を担うことが期待されます。本拠点の機能が十分に活用されることにより、石見神楽の

次世代継承と、浜田市及び広域圏への観光誘客につなげます。

【文化財指定などに向けた取組】

浜田市における石見神楽に関する文化財指定は、現在、島根県指定の「井野神楽」「有福神

楽」や浜田市指定の「紙本墨書神楽台本」「石見神楽蛇胴製作技術」「神楽木彫面25点」があり

ます。今後、価値の高い石見神楽関連文化財の指定を進め、ものづくり技術や舞の文化財指定、

意匠・商標・特許・著作権などによる保護を目指します。

【市内各地域・施設との連携（フィールドミュージアム）】
地域で保存・伝承するものと拠点施設で保存・伝承するものを整理した上で、市内に散在する

石見神楽関連施設・資源と連携する仕組みの構築が必要であるとの意見が検討委員会でありまし

た。拠点施設に人が集まるだけでなく、各地域の施設・資源へと拡散していく仕組みを構築しま

す。地域との連携体制づくりやハード・ソフト対策を講じ、市全体で「石見神楽を創り出したま

ち浜田」を体感できる地域づくりを図る必要があります。

【９つのゾーン】

【管理運営方針】
基本方針：「後継者育成」や「市民の誇りの醸成」を最重要視しつつ、観光振興や地域経済の

活性化も考慮した持続可能な運営を目指します。

運営方式：施設の公共性を維持しつつ、民間事業者のノウハウを活用する「官民共同型」によ

る運営を基本とします。施設は浜田市が所有し、指定管理・業務委託・コンソーシアム形式など

を検討します。

公開エリア

非公開エリア

※収蔵ゾーンについては、
収蔵資料の一部公開も想定

収蔵ゾーン
（温湿度管理・
防犯・防災）

調査・研究ゾーン
（専門職員などや研究者の

作業空間）

常設展示ゾーン
（5つの体験ステップの

中心）

企画展示ゾーン
（テーマ展示・
外部連携）

情報発信ゾーン
（市内公演・関連情報の

ハブ）

舞殿ゾーン
（拠点の象徴、定期公演・
夜明け舞・交流公演）

多目的室ゾーン
（講座・ワークショップ・
講演会・体験活動など）

エントランスホールなど
（休憩・トイレ・飲食など

のサービス機能）
管理事務ゾーン

令和8年3月 株式会社エブリプラン

３．拠点施設の構成及び管理運営方針

【拠点施設の位置づけ】
この拠点は、「石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、浜田市民が誇れる拠

点」として、より多くの市民や県内外からの来訪者が集い、石見神楽を身近に感じ、理解を深め、
誇りを育み、文化を後世に伝承する場所となることが重要です。
こうした考えのもと、検討委員会では、郷土資料館その他の文化施設などとの複合施設とはせ

ず、石見神楽に特化した拠点施設として整備することが望ましいと整理しました。
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２．保存・伝承拠点のあり方

【保存・伝承拠点のビジョン・コンセプト（目指す姿）】

ー石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、

浜田市民が誇れる拠点－

拠点の目的は、浜田の宝である石見神楽を「守り」「伝え」「未来へつなぐ」ことです。

「伝統的な石見神楽の舞の文化」や石見神楽団体・石見神楽関連産業・ものづくり技術を後世

に伝承し、市民が身近に親しみやすい拠点とし、ここに来れば石見神楽のすべてがわかり、石見

神楽のすべてを観ることができ、市民の誇りとして内外に紹介できる拠点をつくります。

専門職員など（石見神楽の専門的な知識を持つ職員及び学芸員）による調査・研究を基にした

体験・学習プログラムや展示などを通じ、市民の正しい理解と誇りを醸成します。

市内の神楽団体・職人・観光関係者・学校・行政などが連携し、「情報のハブ」としての機能

も担います。

第一のターゲットは浜田市民とし、市民が石見神楽に誇りを持つことで、観光誘客にもつなが

り、文化振興と観光振興が一体となった「市民による魅力発信」がここから始まります。

【保存・伝承拠点の７つのミッション（使命・意義）】
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【保存・伝承拠点に必要な５つの機能と活用の方向】

機能 活用の方向

収集・
保存機能

‣ 面・蛇胴・衣裳などの石見神楽用具や、歴史
的な図書・文献・写真・映像・音声などの
資料を専門的視点で選定し、適切な環境で
保存・管理を行います。

‣ 市内に存在する用具や資料の現状を悉皆調査
し、全体像を把握した上で、本拠点で保存
すべき資料を選定・収集します。

‣ 資料の劣化を防ぐため、温湿度管理のとれた
収蔵庫を整備します。また、来訪者への公
開もできるような収蔵形態や収蔵庫を見学
できる取組も検討します。

調査・
研究機能

‣ 専門職員などが中心となり、石見神楽の歴史
的背景・演目構成・地域ごとの特色・用具
の製作技術などの継続的な調査・研究を実
施します。

‣ 大学・研究機関と連携し研究を深め、成果を
広く情報発信するとともに、全国の神楽と
の比較研究を通じて石見神楽の特色を整理
し、その価値をより明確に伝えていきます。

展示機能

‣ 常設展示と企画展示を組み合わせ、「受け手
からつなぎ手へ」をコンセプトに、「見
る」「触れる・感じる」「知る」「やって
みる」「考える」の５ステップを通して体
験できる構成とします。

‣ 展示内容は小学校高学年程度が理解できる表
現を基本とし、多言語対応・障がい者配
慮・デジタル・AI活用を検討します。

教育・
普及機能

‣ 学校のふるさと郷育での積極的な活用、専門
職員などによる出前講座や来館プログラム
を実施します。

‣ 子どもから大人までの体系的な学習プログラ
ム、市民ガイド養成、市内情報の集約・発
信により、拠点施設だけでなく市内各地へ
人々が足を運ぶきっかけを創出します。

交流機能

‣ 夜明け舞の演舞も可能な舞殿を整備し、舞殿
を核として舞の文化継承・団体間交流・合
同公演・体験イベントを実施します。

‣ 多目的室を整備し、各種会議・講座、体験イ
ベント、ワークショップ、学習・創作活動
などの開催に柔軟に活用します。

神楽面や衣裳などの用具の収蔵

用具などの調査 研究成果の公表

定期講演

ふるさと郷育
（学校出前講座）

太鼓をたたいたり、神楽
面をつけてみたりなどの
体験ができる

神楽に関わる人々
からのメッセージ
を聞く
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１．基本構想策定の趣旨

【本基本構想の位置づけ】
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たって継承するための拠点のあるべき姿を基本構想（案）として整理したものです。
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石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案） 【概要版】

４．今後の展望

【石見地域における石見神楽と浜田市の役割】

浜田市は「石見神楽を創り出したまち」として、石見神楽が伝承されている各地域の中心とし

ての役割を担うことが期待されます。本拠点の機能が十分に活用されることにより、石見神楽の

次世代継承と、浜田市及び広域圏への観光誘客につなげます。

【文化財指定などに向けた取組】

浜田市における石見神楽に関する文化財指定は、現在、島根県指定の「井野神楽」「有福神

楽」や浜田市指定の「紙本墨書神楽台本」「石見神楽蛇胴製作技術」「神楽木彫面25点」があり

ます。今後、価値の高い石見神楽関連文化財の指定を進め、ものづくり技術や舞の文化財指定、

意匠・商標・特許・著作権などによる保護を目指します。

【市内各地域・施設との連携（フィールドミュージアム）】
地域で保存・伝承するものと拠点施設で保存・伝承するものを整理した上で、市内に散在する

石見神楽関連施設・資源と連携する仕組みの構築が必要であるとの意見が検討委員会でありまし

た。拠点施設に人が集まるだけでなく、各地域の施設・資源へと拡散していく仕組みを構築しま

す。地域との連携体制づくりやハード・ソフト対策を講じ、市全体で「石見神楽を創り出したま

ち浜田」を体感できる地域づくりを図る必要があります。

【９つのゾーン】

【管理運営方針】
基本方針：「後継者育成」や「市民の誇りの醸成」を最重要視しつつ、観光振興や地域経済の

活性化も考慮した持続可能な運営を目指します。

運営方式：施設の公共性を維持しつつ、民間事業者のノウハウを活用する「官民共同型」によ

る運営を基本とします。施設は浜田市が所有し、指定管理・業務委託・コンソーシアム形式など

を検討します。

公開エリア

非公開エリア

※収蔵ゾーンについては、
収蔵資料の一部公開も想定

収蔵ゾーン
（温湿度管理・
防犯・防災）

調査・研究ゾーン
（専門職員などや研究者の

作業空間）

常設展示ゾーン
（5つの体験ステップの

中心）

企画展示ゾーン
（テーマ展示・
外部連携）

情報発信ゾーン
（市内公演・関連情報の

ハブ）

舞殿ゾーン
（拠点の象徴、定期公演・
夜明け舞・交流公演）

多目的室ゾーン
（講座・ワークショップ・
講演会・体験活動など）

エントランスホールなど
（休憩・トイレ・飲食など

のサービス機能）
管理事務ゾーン

令和8年3月 株式会社エブリプラン

３．拠点施設の構成及び管理運営方針

【拠点施設の位置づけ】
この拠点は、「石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、浜田市民が誇れる拠

点」として、より多くの市民や県内外からの来訪者が集い、石見神楽を身近に感じ、理解を深め、
誇りを育み、文化を後世に伝承する場所となることが重要です。
こうした考えのもと、検討委員会では、郷土資料館その他の文化施設などとの複合施設とはせ

ず、石見神楽に特化した拠点施設として整備することが望ましいと整理しました。

- 4 - - 1 -
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1-1. 施設規模及び概算工事費 

1-1-1. 施設規模の検討 

 施設規模については、検討委員会では特に議論をされていないが、浜田市民が誇れるような施

設という意見もあり、他都市の事例なども参考にしながら、望まれていると思われる基本案を整

理した。 

 なお、本基本構想においては、具体的な展示素材や手法及び収容規模が明確になっていないこ

とから、一つの目安として規模算定を行った。算定にあたっては、要求諸室の形状や規模などを

考慮し、検討に適した 40 ㎡（5ｍ×8ｍ）を基本原単位として想定を行った。 

 

1) 展示ゾーン 

(1) 常設展示室（スポット展示コーナーを含む） 

 展示については、具体的な展示内容や手法及び機能などが明確になっていないことから、５つ

のステップを想定しており、平均して 2 単位程度の展示室を確保することとして、400 ㎡程度を

想定する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 企画展示室 

 常設展示室の１ステップ分を確保するものとし、80 ㎡程度を想定する。 
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2) 交流ゾーン 

(1) 舞殿（ホール） 

 基本的には現在行われている定期公演にも対応できる施設を想定する。基本構想では神社で舞

っている雰囲気を大切にすることとされている。三宮神社の公演ではコロナ前の時期でも最大で

も 150 人程度であったが、それ以上の需要はあると想定し、200 人収容を一つの目安とする。 

 稼働桟敷席の配置を想定し、概ね 20ｍ×20ｍ=400 ㎡が必要と想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 多目的室 

 50 人程度のガイダンスなどに対応できるスペースとして、2 単位（80 ㎡：１人当たり 1.6 ㎡/

人）を確保する。 

 

(3) ホワイエ 

 舞殿などへの入場にあたり、休憩スペースや待機スペースとなる空間として、ホールの 20％程

度を見込むものとする。 
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3) 情報発信ゾーン 

(1) 情報発信スペース 

 浜田市内に散在する石見神楽に関する情報などが掲載された、パンフレットや案内板（デジタ

ルサイネージ等）をおいたりするスペースとして、40 ㎡を確保する。 

 

(2) ミュージアムショップ 

 石見神楽に関する各種のグッズを販売する物販スペースとして、40 ㎡を確保する。 

 

4) 管理事務・調査研究ゾーン 

 管理事務ゾーンでは、受付、事務室、館長室、学芸員室、職員更衣室、職員休憩室及び調査研究

室などを確保するものとし、全体で 160 ㎡程度を想定する。 

 

5) 収蔵ゾーン 

 収蔵庫は、常設展示室と同規模を確保しておくものとする。今後収蔵品などの調査結果をもと

に、最終的な規模を設定する必要がある。 

 また、企画展示や収蔵品の入出にあたり、荷解き室や燻蒸・補修室も必要と想定されることか

ら、併せて 40 ㎡程度確保する。 

 

6) エントランスホール 

 エントランスホールは利用者の集散の場となるところであり、2 単位の 80 ㎡程度は必要と想定

している。 

 

7) 廊下及び便益施設など 

 建築物としては、上記の主要諸室（空間）に加え、廊下や階段、トイレや機械室、倉庫などが必

要になるが、施設の性格上少し余裕を持たせ、主要諸室（空間）面積の 40％を見込むものとする。 

 

 上記の想定面積を取りまとめると、次のように概ね 2,600 ㎡の施設になると見込まれる。 

 ここで示した規模は、検討委員会での意向を反映したものと考えているが、具体的な数値を提

示し議論していないので、過不足の検証はできていない。 
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※上記の想定面積は、文部科学省においてかつて定められていた「公立博物館の設置及び運営に

関する基準」の面積規模（市町村においては 2,000 ㎡）も参考に設定している。 

 

 

  

面積（㎡） 備考・根拠

常設展示室 340

スポット展示等 60

企画展示室 80

舞殿 400

1.2㎡/席程度で算定。200席程度を

想定200×1.2=240㎡

舞殿＋その他部分で160㎡程度

多目的室 80 1人当たり1.6㎡程度で想定（50人）

ホワイエ 80

情報発信スペース 40

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ 40

事務室 40

受付 20

館長室 20

学芸員室 20

職員休憩室 20

職員更衣室 20

調査研究室 20

収蔵庫 400 常設展示室と同程度を想定

荷解き室 20

燻蒸・補修室 20

エントランスホール 80

1,800

800
廊下係数により、廊下・階段・トイ

レ・機械室等の面積を算定

2,600

情報発信ゾーン

管理事務ゾーン

調査研究ゾーン

総合計

展示室はスポット展示コーナーを含

め400㎡程度を想定

合計

廊下係数（概ね40%程度）

交流ゾーン

収蔵ゾーン

基本案
ゾーン 室名

展示ゾーン
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1-1-2. 概算工事費 

 概算工事費としては、過去の事例等を参考に単位面積当たりの整備単価を想定し、建築物の想

定面積や展示面積を乗じて、概算事業費を算出した。 

 加えて、舞殿の整備にあたっては、舞台の演出照明や音響などの特殊機材も必要と想定される

ことから、それらの費用も加算し、概ね 31億円の工事費になると想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、設置場所が未定であることから、付帯する駐車場や外構整備に関する費用や給排水設備

の引込に関する経費は含んでいない。 

 また、過去の事例をもとに概ね現在価格を想定したものであり、今後の物価変動、展示内容や

手法、素材などの設定により、金額は変動する。 

 

 

 

  

概算金額

（千円）
適用

建築工事費 2,366,000
2600㎡×910千円

（過去事例を参照）

展示工事費 400,000
400㎡×1,000千円

（過去事例を参照）

舞殿ステージ等 25,000 可動式のステージや桟敷席を想定

舞台音響・照明 50,000

小計 2,841,000

消費税 284,100

合計 3,125,100

項目

基本案
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【建築工事費単価算定 参考資料】 

建築工事については、陸前高田市立博物館を参照に建築工事の単価を算定した。 

参照施設については、HP 公開情報を基に、近年建築された延床面積 2,600 ㎡前後の博物館等の

事例から選定した。 

 

事例名：陸前高田市立博物館 

概要：RC 造、2800 ㎡、令和 3 年 7 月竣工 

事業費：建築工事 19.05 億（展示は別途） 

①㎡単価：68.04 万円/㎡（19.05 億/2800 ㎡） 

②建設デフレータ及び今後の物価上昇（1.33）を乗じると、 

68.04×1.33=90.49 万円/㎡⇒91 万円/㎡ 

 

 なお、現時点で建築物の階数や構造、素材のグレードも未定であり、あくまで一つの目安とし

て設置した数値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示工事費単価算定 参考資料】 

 展示に関する工事費単価としては、類似施設をベースに 1,000 千円/㎡程度を想定した。 

 現時点では施設の展示内容や手法は複数考えられることから、地域の文化や歴史を伝える施設

のうち、貴重な資料を保護するための展示ケースが導入されている施設、資料が露出で展示され

ている施設、映像・デジタル展示や体験展示が中心の施設など、様々な方向性の施設を参考とし

ている。内容によっては 800 千円/㎡程度でもある程度の整備は可能と考えられる。 
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1-1-3. 縮小案の検討 

 前項で示した規模や工事費は、検討委員会での意見を反映させたものと考えているが、財政事

情を考慮し、縮小案も併せて検討した。 

 展示室や舞殿などの主要施設を中心に規模を約 75％程度にした機能圧縮案、50％程度にした最

低限機能案を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

面積

（㎡）
備考・根拠

面積

（㎡）
備考・根拠

面積

（㎡）
備考・根拠

常設展示室 340 260 200

スポット展示等 60 40 0

企画展示室 80 60 面積を圧縮 0 廃止

舞殿 400

1.2㎡/席程度で算定。

200席程度を想定

200×1.2=240㎡

舞殿＋その他部分で160㎡

程度

300

1.2㎡/席程度で算定。

150席程度を想定

150×1.2=180㎡

舞殿＋その他部分で120㎡

程度

240

1.2㎡/席程度で算定。

100席程度を想定

100×1.2=120㎡

舞殿＋その他部分で120㎡

程度

多目的室 80
1人当たり1.6㎡程度で想定

（50人）
40
1人当たり1.6㎡程度で想定

（25人）
0 廃止

ホワイエ 80 60 縮小 40 最小化

情報発信

スペース
40 30 30㎡(75%)に縮小

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ 40 30 30㎡(75%)に縮小 40

ミュージアムショップと情

報発信スペースを統合し

て、40㎡とする

事務室 40 40 30 30㎡に縮小

受付 20 15 規模縮小 10 規模縮小

館長室 20 0 事務室に統合 0 事務室に統合

学芸員室 20 0 事務室に統合 0 事務室に統合

職員休憩室 20 20 統合して20㎡程度とする

職員更衣室 20 20 統合して20㎡程度とする

調査研究室 20 20 0
廃止。

調査研究室は外部に設置

収蔵庫 400 常設展示室と同程度を想定 300 常設展示室と同程度を想定 200 常設展示室と同程度を想定

荷解き室 20 20 20

燻蒸・補修室 20 20 20

エントラン

スホール
80 60 60㎡に縮小 40 40㎡に縮小

1,800 1,335 860

800

廊下係数により、廊下・階

段・トイレ・機械室等の面

積を算定

565

廊下係数により、廊下・階

段・トイレ・機械室等の面

積を算定

440

廊下係数により、廊下・階

段・トイレ・機械室等の面

積を算定

2,600 1,900 1,300

展示ゾーン

展示室はスポット展示コー

ナーを含め400㎡程度を想

定

展示室はスポット展示コー

ナーを含め75%程度に圧縮
基本案の50%に圧縮

ゾーン 室名

基本案 機能圧縮案（概ね75％） 最低限機能案（概ね50%）

交流ゾーン

情報発信

ゾーン

管理事務

ゾーン

調査研究

ゾーン
20

収蔵ゾーン

合計

廊下係数（概ね40%程度）

総合計
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 工事費は機能圧縮案で約 23億円、最低限機能案で約 15 億円になると想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概算金額

（千円）
適用

概算金額

（千円）
適用

概算金額

（千円）
適用

建築工事費 2,366,000
2600㎡×910千円

（過去事例を参照）
1,729,000

1900㎡×910千円

（過去事例を参照）
1,183,000

1300㎡×910千円

（過去事例を参照）

展示工事費 400,000
400㎡×1,000千円

（過去事例を参照）
270,000

300㎡×900千円

（過去事例を参照）
160,000

200㎡×800千円

（過去事例を参照）

舞殿ステージ等 25,000
可動式のステージや

桟敷席を想定
21,000

可動式のステージや

桟敷席を想定
18,000

可動式のステージや

桟敷席を想定

舞台音響・照明 50,000 43,000 38,000

小計 2,841,000 2,063,000 1,399,000

消費税 284,100 206,300 139,900

合計 3,125,100 2,269,300 1,538,900

最低限機能案（概ね50%）

項目

基本案 機能圧縮案（概ね75％）
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1-1-4. 類似施設の情報収集 

1) 展示・体験の手法などの参考事例 

 無形文化財の伝承、地域観光への寄与、歴史展示、体験手法などに類似ポイントがある施設と

して、以下の施設を参考事例として紹介する。 

 

 参考事例 

施設名 所在地 開館 参考とする点 

勧進帳ものがた

り館 

石川県 

小松市 

2020 年 

リニューアル 

・無形文化財の伝承、広報、観光促進 

・導入展示のイメージ 

・AR によるなりきり体験 

・演目や小道具などの用具などの紹介等 

東灘だんじりミ

ュージアム 

兵庫県 

神戸市 

2024 年 

リニューアル 

・無形文化財の伝承、広報、観光促進 

・展示の構成（出会う・体験・学ぶ） 

・体験型シアター（疑似体験） 

・太鼓の体験ゲーム（楽しむ）等 

ふじさんミュー

ジアム 

山梨県 

富士市 

2015 年 

リニューアル 

・導入展示のイメージ 

・VR シアター等 

熊本城ミュージ

アム わくわく座 

熊本県 

熊本市 

2011 年 ・観光案内 

・VR 映像シアター 

・なりきり体験、甲冑体験 

・クイズで学ぶ等 

湯本豪一記念日

本妖怪博物館 

広島県 

三次市 

2019 年 ・サイネージによる図鑑（演目や社中紹介） 

・デジタルデザイン（楽しみ）等 

筆の里工房 広島県 

熊野町 

1994 年 ・実演工房や体験工房 

・ギャラリーホール 

・セレクトショップ等 
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勧進帳ものがたり館

・概要
歌舞伎の魅力と、義経一行の“安宅あたかの難関突破”を描いた演目「勧進帳」のロマンを伝え、「歌舞伎のまち・小松」の
ブランドを発信する観光集客拠点。

・所在地 ：石川県小松市
・開館 ：2020年リニューアル
・機能 ：観光案内
・延床面積：313㎡
・展示面積：227㎡
（ものがたり館＋曳舟展示室）

入口

フロアマップ（パンフレットより抜粋）

建物の航空写真（GoogleMapsより）

●類似ポイント
・無形文化の伝承
・地域観光への寄与

勧進帳ものがたり館

「勧進帳のふるさと安宅」を伝える導入展示
（歴史・衣装展示)

歌舞伎の舞台を模した安宅勧進帳シアター
（映像展示・定員30名程度)

ARによる隈取のなりきり体験（フォトスポット) 代表的な演目紹介（模型・実物・小道具・演目広告など展示)
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東灘だんじりミュージアム

・所在地 ：兵庫県神戸市
・開館 ：2024年リニューアル
・機能 ：観光案内
・延床面積：5,133.㎡
・展示面積：1,238㎡

●類似ポイント
・無形文化の伝承
・地域観光への寄与

・概要
東灘だんじり5地区の氏神神社やだんじりを紹介し、その文化を受け継ぎ、実際のだんじりに参加してみたくなる体感型ミュージアム。

フロアマップ（HPより抜粋）

外観・入口

３Fには、貸室もあり。
・コミュニティホール（360㎡）
・会議室（180㎡）
２F防音室は地域での鳴り物の練習として貸出
・防音室1（63.91㎡）
・防音室2（31.36㎡）

実物展示と地域ごとのだんじり紹介する「出会う」コーナー シアターでだんじりに乗り宮入を疑似体感できる
「体感する」コーナー

製作工程や道具について知る「学ぶ」コーナー 太鼓やはっぴの衣装体験ができる「楽しむ」コーナー

東灘だんじりミュージアム
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ふじさんミュージアム

・概要
昭和54年に富士吉田市郷土資料館として開館後、幾度かの増改築を経て、2015年に「ふじさんミュージアム」へ。富士山が世界文化遺産に登録
されたのをきっかけに、幅広い利用者に対応するため「富士信仰」に関する資料をメインに、富士山について誰もが気軽に楽しく学べる施設。

・所在地 ：山梨県富士市
・開館 ：2015年リニューアル

2023年VRシアター開設
・機能 ：歴史
・延床面積：4,000㎡

・展示面積：1,115㎡（うちVRシアター115㎡）

●類似ポイント
・無形文化の伝承
・地域観光への寄与
・歴史展示

フロアマップ（HPより抜粋）

フロアマップ（パンフレットより抜粋）

VRシアター

富士の歴史や信仰について紹介（歴史） 「富士山の四季や富士山にまつわるトピックを紹介（映像・模型）

貴重な富士信仰資料の展示（歴史・実物・ケース展示） 高精細な映像で富士登山と美しい富士山の絶景を体感する
VRシアター（映像展示・定員20名程度）

ふじさんミュージアム
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熊本城ミュージアムわくわく座（桜の馬場観光交流施設）

・概要
熊本城の周辺観光の基地として観光客の滞在を増やし周遊へと誘うことや、熊本市の歴史と文化をエンタメ性高く魅力的に紹介するための施設。

・所在地 ：熊本県熊本市
・開館 ：2011年
・機能 ：観光案内
・延床面積：3,301㎡

・展示面積：1,293㎡

わくわく座と周辺施設（施設HPより）

●類似ポイント
・地域観光への寄与
・歴史体験展示

熊本城ミュージアムわくわく座（桜の馬場観光交流施設）
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熊本城被災・復旧プロジェクションマッピング（歴史・映像・模型) 「ものがたり御殿」熊本城VR映像シアター
（映像展示・定員120名)

なりきり体験 クイズで学ぶ西南戦争（歴史・クイズ）

熊本城ミュージアムわくわく座（桜の馬場観光交流施設）
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■筆の里工房

・所在地：広島県熊野町
・分野：人文
・設立主体：熊野町
・開館年月：1994年（平成6年）9月

ギャラリーホール セレクトショップ（製造会社の店舗）

筆司の家（筆づくり実演） 筆のアトリエ
（各種教室やワークショップの開催等）

●類似ポイント
・地域観光への寄与
・デジタル技術の活用

※フロアマップ（館のHPより）
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2) 規模感に関する参考事例 

 今回提示した参考規模と同程度（延床面積 1300～2600 ㎡程度）の記念館や博物館などの事例

を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※フロアマップ（「広報にほんまつ（No.198(令和4年5月号)」より）

施設名 所在地 開館 機能
延床面積

（㎡）
展示面積

（㎡）
備考

二本松市歴史観光施設 にほん
まつ城報館

福島県二本松
市

2022年 文化観光 1,749 370

陸前高田市立博物館
岩手県陸前高
田市

2023年 文化観光 2,800 997 展示は常設のみ

下関市立歴史博物館 山口県下関市 2016年 歴史文化 1,500 311 展示は常設のみ

湯本豪一記念日本妖怪博物館
（三次もののけミュージアム）

広島県三次市 2019年 人文 1,703 462
交流館
（571㎡を含む）
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陸前高田市立博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１階） （常設展示室） 
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下関市立博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・所在地：山口県下関市
・分野：歴史文化
・設立主体：下関市
・開館年月：2016年（平成28年）11月

展示室入口

常設展示室 外観

※フロアマップ（館のHPより）
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3) 神楽に関する参考事例 

 神楽に関する資料館や舞殿に関する事例としては、以下の４施設を事例として紹介する。 

 

 神楽会館（大分県豊後大野市） 

公民館と一体的な施設で、288 席（480 ㎡）の多目的ホールがある。多目的ホールでは年間 125

日、約 7,200 人が利用。可動席ではあるが、席を収納した状態は、上記のうち 9 回、450 人程度

で吹奏楽などでの利用。御嶽神楽をはじめとする地域の神楽公演は年間 12 回で、約 1,840 人が観

覧。道の駅や清川支所に隣接した場所にある。また、ホールのホワイエを活用して神楽面などが

展示してある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神楽会館の外観 

神楽会館の客席（可動式） 県道沿いのモニュメント 

神楽上演の様子 

ホワイエの展示 ホワイエの展示 
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 吉備高原神楽民族資料館（岡山県井原市） 

祖先から伝えられてきた備中神楽をできるだけ本来の姿に近い形で後世に伝えてゆくため、平

成 2 年 7 月に「中世夢が原」の入口に整備された施設。ここには、昭和初期の神楽面、陣羽織な

どの衣装をはじめ本格的な神殿（こうどの）を展示しており、「民俗文化財備中神楽伝承研究会」

の活動拠点として使われている。 

 資料館の入場者数は定かではないが、神殿では年間 8 回の公演で約 300 人が鑑賞、子ども神楽

等の利用で 60 回、1,000 人の利用がある。隣接する中世夢が原のお祭り広場で、年 1 回 1,000 人

規模の神楽大会が開催されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料館内の展示スペース 中世夢が原内の三斎市 

吉備高原神楽民族資料館の外観 資料館内の神殿 

中世夢が原は、鎌倉から室町時代にかけての吉備高原一帯に見られたむらのようすを絵巻物や

発掘資料をもとに、時代考証により再現したもので、園内は実際に当時と同じ工法で家を建て、

当時使っていた道具や民具をそろえ（作り）、中世の営みをそのままに再現している。藍染めや竹

とんぼづくりなどの体験もできる。年間利用者数は約 12,500 人。 



 

 

 

23 

 

 神楽門前湯治村（広島県安芸高田市） 

天然温泉をはじめ、格子造りの旅籠屋や湯治宿、お食事処、茶店などが通りに軒を連ね、幼い

頃に舞い戻ったような街並みで構成されている。その一角に神楽観劇のための専門のドームや寄

席の雰囲気が楽しめるかむくら座や神楽について学んだり、神楽グッズが購入できる神楽資料館

がある。また、神楽面の絵付け体験などをすることもできる神楽体験館・和楽がある。 

年間利用者数：97,500 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

街並みの様子 神楽資料館内の展示 

神楽資料館内の展示 神楽体験館・和楽 

神楽ドーム かむくら座 
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 高千穂神社（宮崎県高千穂町） 

高千穂に伝承される夜神楽は、「高千穂の夜神楽」として国の重要無形民俗文化財に指定されて

いる。古くからこの地方に伝承され、秋の実りへの感謝と翌年の豊穣を祈願し、11 月中旬から２

月上旬にかけて三十三番の神楽があちこちの神楽宿で奉納される。 

高千穂神社境内の神楽殿では、毎晩 20 時より１時間、三十三番の神楽の中から代表的な４番

「手力雄の舞」「鈿女の舞」「戸取の舞」「御神体の舞」を各集落の神楽の舞手が交代で奉納してい

る。拝観料は 1,000 円/人で、年間概ね４万人（概ね 100 人/日：200 人定員）が鑑賞している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

神楽殿（外観） 

神楽殿（内観） 

夜神楽公演 

舞台 
神楽殿座席図 

鑑賞案内 
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1-2. 運営方式・運営体制の検討 

1-2-1. 事業運営方式に関する参考資料 

 事業運営方式の比較は以下のとおりである。 

 

 

  

1.  公設公営方式
2.  公設民営方式
（業務委託方式）

3.  公設民営方式
（指定管理者制度）

4.  PFI方式

従来型 運営委託型 指定管理型 ＰＦＩ事業

市が公的資金をもとに施設の
設計・建設をおこない所有し、
維持管理・運営をおこなう方式

市が公的資金をもとに施設の設計・
建設をおこない所有し、維持管理・

運営を民間に委託する方式

市が公的資金をもとに施設の設計・
建設をおこない所有し、維持管理・

運営を民間が実施する方式

民間が施設の設計・建設をおこ
ない、維持管理・運営を民間が

実施する方式

市 市 市 市

市 市 市 民間事業者（または市）

市 市 市 民間事業者（ＳＰＣ）

市 民間事業者（または市） 民間事業者 民間事業者（ＳＰＣ）

市 民間事業者（または市） 民間事業者 民間事業者（ＳＰＣ）

市 市 市 民間事業者（ＳＰＣ）

市 市 市 市（ＢＴＯ）又はＳＰＣ（ＢＯＴ）

市 維持管理・運営は市に管理責任 維持管理・運営は市に監督責任 契約により市と民間で分担

・設計段階から民間のノウハ
ウを活用した提案を組み込め
ない。

・設計段階から民間のノウハウを活
用した提案を組み込めない。

・設計段階から民間のノウハウを活
用した提案を組み込めない。

・民間事業者の発注で設計・建
設を行なった場合、民間のノウ
ハウや創意工夫を生かした施
設を建設できる。

・民間による提案の余地がな
いため、運営業務において
サービスが画一的になりがち
である。配置される職員に専
門性の高い運営がもとめら
れ、また人事異動も多いことか
ら、多様化するニーズに対して
の対応が困難。

・民間のノウハウによる運営・維持
管理業務の実施が可能となり効率
性を期待することができる。民間の
専門的ノウハウを持ったスタッフ配
置が期待できる。（契約条件とする
必要がある）
・受託業者が変わる際（1年毎の可
能性あり）、ノウハウの蓄積や事業
継続性について懸念される。

・民間のノウハウによる運営・維持
管理業務の実施が可能となり効率
性を期待することができる。
・民間の専門的ノウハウを持ったス
タッフ配置が期待できる。（契約条
件とする必要がある）
・指定期間を3～5年と複数年にす
ることにより、民間にとって人操りな
どの見通しを立てやすい。

・民間事業者の資金、経営能
力、技術的能  力、施設の魅力
づくりの創意工夫を活用し、効
果的かつ効率的な公共サービ
ス提供が期待できる。民間の専
門的ノウハウを持ったスタッフ配
置が期待できる。（契約条件と
する必要がある）
・施設の所有を民間事業者とし
た場合、市の意向による運営シ
ステムの変更や施設の修繕等
は難しくなる。（BOT）

・市の負担。予算化にあたり補
助金の導入等の検討が必要。

・市の負担。予算化にあたり補助金
の導入等の検討が必要。

・市の負担。予算化にあたり補助金
の導入等の検討が必要。

・民間が資金調達することによ
り、市の支出が平準化される。
・長期契約による物価上昇の検
討が重要となる。

・市の負担。
・運営管理コストの縮減は民
間事業者のようには期待でき
ない。

・維持管理費、業務委託費は市の
負担。
・民間企業の競争原理に基づく運
営管理コストの縮減を期待できる。
・業務を細かく分けて業務委託する
場合、包括的に民間に任せる場合
に比べ、コスト削減効果が限定的と
なる可能性がある。

・維持管理費、業務委託費は市の
負担。
・民間企業の競争原理に基づく運
営管理コストの縮減を期待できる。

・民間事業者の業務範囲（維持
管理、運営等）についてサービ
ス購入料として市が負担する。
・性能発注、一括発注、長期契
約によりライフサイクルコストを
削減することができる。
・長期契約による人件費上昇の
検討が重要となる。

・市民の意向を把握している
市が施設の設計をするため、
市民の意向が反映されやす
い。

・市民の意向を把握している市が施
設の設計をするため、市民の意向
が反映されやすい。

・市民の意向を把握している村が施
設の設計をするため、市民の意向
が反映されやすい。

・民間事業者が施設の設計を行
なう場合、市民の意向が反映さ
れにくい。

・運営協議会を組織することが
できる。

・運営協議会を組織することができ
る。

・運営協議会を組織することができ
る。（契約条件とする必要がある）

・民間の経営が優先されるた
め、運営協議会を組織できな
い。（契約条件とすることはでき
るが、運営コストがアップする）

・全て公設公営で、民間の事
業機会はない。

・従来、公共が行なってきた事業を
民間事業者に委ねることにより、新
たな事業機会を創出するとともに、
新たな事業分野への算入、多様な
事業者との連携などを通じた活性
化を促す。

・従来、公共が行なってきた事業を
民間事業者に委ねることにより、新
たな事業機会を創出するとともに、
新たな事業分野への算入、多様な
事業者との連携などを通じた活性
化を促す。

・従来、公共が行なってきた事
業を民間事業者に委ねることに
より、新たな事業機会を創出す
るとともに、新たな事業分野へ
の算入、多様な事業者との連携
などを通じた活性化を促す。

・すべて市が推進するので、予
定通り進めやすい。

・すべて市が推進するので、予定通
り進めやすい。

・すべて市が推進するので、予定通
り進めやすい。

・PFI法の手続きを遵守する必
要があり、PFI導入の検討から
民間の事業契約締結まで長期
に亘る可能性がある。

・浜田市浜田城資料館
・旭歴史民俗資料館
・弥栄郷土資料展示室
・三隅歴史民族資料館　など

※施設の受付、レンタサイクル貸
出、貸しスペース管理など、一部の
業務に限る

・浜田市浜田郷土資料館
・浜田市世界こども美術館創作活
動館
・石央文化ホール
・匠ギャラリー※県外　など

・鳥取県立美術館　など

事例

市民参
加

設計時

運営時

民間の事業機会の創出

建設スケジュール

事業

設計・建設

運営・管理

コスト

建設

運営・管理

建設資金の調達

運営

責任の所在

市のと
役民割
間分事
担業者

施設の所有

事業方式

概要

実施設計

基本計画・設計

維持管理

建設



 

 

 

26 

 

1-2-2. 博物館組織体制に関する参考資料 

基本構想では規模感がまだ明確になっていないので人員の想定はしていないが、業務報告書で

示している基本案程度の規模においては、館長以下、３部門に区分して管理運営するとなれば、

概ね 15～20 名程度の管理体制になると想定される。 

さらに、規模によっては、部門などの統合や担当スタッフ等の人員調整により、コンパクトな

管理運営組織にしていくことも考えられる。 
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1-3. 浜田郷土資料館との複合化の検討 

本基本構想においては、本拠点は、「石見神楽のすべてがわかり、観て感じることができる、浜

田市民が誇れる拠点」として、より多くの市民や県内外からの来訪者が集い、石見神楽を身近に

感じ、理解を深め、誇りを育み、文化を後世に伝承する場所となることが重要である。 

こうした考えのもと、検討委員会では、郷土資料館その他の文化施設などとの複合施設とはせ

ず、石見神楽に特化した拠点施設として整備することが望ましいと整理した。 

 今回の検討委員会の意向としては、「複合施設」にしないという結論であったが、「複合施設」

の定義まで、十分に議論することができなかった。 

 「複合施設」にすべきではないという意見は、郷土資料館の一部に石見神楽コーナーがある程

度の整備になって、石見神楽が埋没してしまうことに大きな懸念があったものと推測される。 

 しかし、石見神楽の歴史と郷土の歴史は切り離しては語れないものであり、連携して体験学習

できることで、より理解が深まる側面があることも考えられる。 

 そこで、「複合施設」としてしまうのではなく、それぞれ専門的なエリアは別棟でしっかり建設

したうえで、共有できる空間を集約するような「併設施設」にすることで、浜田市民が地域の誇

りを効果的、効率的に醸成できると考えられる。 

 郷土資料館と石見神楽伝承拠点がそれぞれの独立性は維持されつつも、近接して併設されるこ

とのメリットとして、以下のような点があげられる。 

  

 多目的室（各種教室利用やガイダンス利用等）の共有または連携 

 企画展示室の共有または連携 

 専門職員などの情報交換や連携が容易（より効率的なサービスの提供） 

 総務部門の集約 

 エントランスや休憩ゾーンなどの共有による効率化 

 多様な目的者が集約することで、ターゲットの幅が広がる 

石見神楽伝承する施設としては、単独であるより、既に集客能力がある施設との一体

整備や連携できる施設の集約立地により、幅広い層（石見神楽にあまり興味がない人

等）に広報できる機会が増える 

 

 

 

 

 

石見神楽保存

伝承拠点 
郷土資料館 

利用者 

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ等 

（管理部門） 



浜田処理区整備事業の下水道接続支援策について 

 

1. 背景 

○浜田処理区の供用開始にあたり、早期に接続率を向上させることで経営の安定化・一般会計の負担

軽減を図る。 

○地元説明会においても接続にあたっての支援を求める声が多い。 

 

2. 本市における過去の取組 

① 水洗便所等改造資金融資あっ旋（無利子貸し付け） 

接続に際し銀行等から融資を受けた場合、利子を市が補填する。 

② 受益者分担金の減免 

旭地域のみで実施。供用開始後３年以内に接続した場合に負担金を 25％減免する。 

 

3. 接続支援（案） 

○下水道接続工事費補助を行う。 

補 助 対 象 建替、増築、新築、公共施設を除く全ての建物 

補 助 金 額 配管工事費（上限 30万円） ※合併浄化槽設置家屋：上限 15万円 

高齢世帯：配管工事費（上限 40万円） ※合併浄化槽設置家屋：上限 18万円 

補 助 期 限 供用後 3 年以内（下水道法上 3 年以内の接続（水洗化）義務がある） 

事業規模（見込み） 126,640 千円（内、国庫補助：37,345 千円）／ 市負担額：89,295 千円 

※高齢世帯：65 歳以上の方のみで構成される世帯かつ住民税均等割非課税世帯。 

 

4. 支援の効果 

○接続率の推移 

支援を行うことで戸建で美川地区の接続率（3 年目接続率約 60％）を目指す。 

（接続率） 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 

支援なし  7.5% 22.4% 45.6% 48.5% 51.3% 54.3% 

支援あり 25.2% 38.5% 58.5% 60.2% 61.6% 63.0% 

美川地区 46.8% 54.6% 61.4% 62.2% 64.3% 67.9% 

○累積赤字額で比較すると支援策を講じることで、６年目には支援策の市負担額を回収できる見込み。 

（累積赤字額） 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 

①支援なし 92,168 千円 137,518 千円 186,652 千円 242,956 千円 311,720 千円 418,449 千円 

②支援あり 61,413 千円 85,961 千円 129,274 千円 169,817 千円 229,873 千円 328,621 千円 

①－② 30,755 千円 51,557 千円 57,378 千円 73,139 千円 81,847 千円 89,828 千円 

 

5. 今後スケジュール 

○令和 9 年度早期に接続をしていただくために下記のとおり周知したいと考えています。 

令和 8 年 9 月 9 月定例会議へ予算（債務負担行為）上程 

令和 8 年 10 月～ 供用開始に向けた地元説明会 

令和 9 年 3 月末 浜田処理区供用開始（処理場稼働） 

令和 9 年 4 月～ 接続補助開始 

 

令和 8年 8月 4日 

文教厚生委員会資料 

上下水道部下水道課 


